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第 1 章は序論であって， rþ性子の減速および拡散過程の研究手段として取り上げられる炉物理量の
うち中性子年令，熱中性子拡散面積および中性子移動面積の 3 量を選び，年令理論のあてはまらない
媒質について行な勺た著者の研究の目的を述べている。
第 2 章は減速過程と拡散過程の干渉効果に関するものである。 Marshak と Volkin の求めた二次
の空間能率は中性子年令のみを対象としているが，著者は確率論的な方法によって移動面積，拡散面
積をも考えに入れた一般式を求め， 移動面積は減速過程と拡散過程の聞の干渉項を合む乙とを示し
た。この干渉項は著者の行なった 14 MeV 中性子源についての実験結果をよく説明している。
第 3 章は Behrens の空孔理論に関する著者の見解を述べたもので，第 5 章以下の実験に対する基















第 7 章は規則的に配列された空孔を合む軒水 ltJ の中性子の減速と拡散に関するものである c 著者は
この場合にも第 5 章までの計算法を拡張すればよいことを述べ，者者の行なった実験結果と比較して
よい一致を示している。
第 8 章は結論であって第 7 章までに得た結果をまとめている。
本論文は軽水原子炉において常に問題になる雫孔のある場合の中性子の減速と拡散過程を，中性子
年令，拡散面積および移動面積の三勺の炉物理量を基礎にして考察し，従来不明であった多くの点を
l珂らかにしている。
以上のように本論文は原子力工学に寄与すると乙ろが大きく，博士論文として価値あるものと認め
る。
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